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「
千
代
の
富
士
還
暦
土
俵
入
り 

」の
巻 

 

五
月
三
十
一
日
、
九
重
親
方
か
ら
還
暦
土
俵
入
り
の
案
内
を
頂
き
、
一
生
に
一
度
の 

こ
と
と
思
い
東
京
在
住
の
長
男
を
誘
っ
て
両
国
国
技
館
に
出
掛
け
て
来
ま
し
た
。 

親
方
と
の
ご
縁
は
子
規
堂
の
田
中
和
尚
が
自
分
で
も
作
陶
す
る
程
、
焼
き
物
好
き
の 

親
方
を
砥
部
焼
の
里
に
お
連
れ
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
始
ま
り
。
そ
れ
以
来
、
来
松
の
時
に
は 

ご
来
町
頂
い
た
り
、
ゴ
ル
フ
や
夕
食
を
ご
一
緒
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

非
常
に
気
さ
く
な
人
柄
で
ゴ
ル
フ
の
腕
前
は
相
当
な
も
の
で
飛
距
離
も
サ
ス
ガ
で
す
。 

 

さ
て
、
横
綱
の
還
暦
土
表
入
り
は
昭
和
十
二
年
の
第
二
十
二
代
横
綱
太
刀
山
が
最
初
で 

今
回
の
五
十
八
代
横
綱
千
代
の
富
士
が
十
人
目
で
す
。 

昔
、
力
士
は
大
食
や
厳
し
い
稽
古
、
取
り
組
み
で
短
命
と
言
わ
れ
戦
前
は
太
刀
山
、
栃
木 

山
、
常
ノ
花
の
三
人
し
か
い
ま
せ
ん
が
、
最
近
は
私
の
知
っ
て
い
る
栃
錦
、
若
乃
花
、
大
鵬
、 

北
の
富
士
、
三
重
ノ
海
、
北
の
湖
と
続
い
て
お
り
、
お
相
撲
さ
ん
も
随
分
長
寿
に
な
っ
て
き 

た
と
思
い
ま
す
。 

本
題
の
千
代
の
富
士
の
土
俵
入
り
で
す
が
赤
い
綱
を
締
め
、
太
刀
持
ち
に
は
白
鵬
、
露
払 

い
に
は
日
馬
富
士
の
現
役
横
綱
を
従
え
「
雲
龍
型
と
言
え
ば
千
代
の
富
士
」と
言
わ
れ
た 

迫
力
満
点
の
土
俵
入
り
で
感
激
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
祝
う
会
が
催
さ
れ
、
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
は
レ
ス
リ
ン
グ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
三
連
覇
の 

吉
田
沙
保
里
選
手
、
隣
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
ア
ン
ト
ニ
オ
猪
木
そ
し
て
ボ
ク
シ
ン
グ
の
亀
田
兄
弟

等
々
有
名
人
も
多
数
見
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

又
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
綾
小
路
き
み
ま
ろ
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
そ
し
て
細
川
た
か
し
の
歌
な
ど 

豪
華
版
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

終
わ
っ
て
か
ら
息
子
と
二
人
で
居
酒
屋
に
入
っ
て
相
撲
甚
句
を
聞
き
な
が
ら
酒
を
酌
み 

交
わ
し
、
親
子
の
絆
を
再
確
認
し
ま
し
た
（
？
） 

 

中
村
剛
志 

つ
よ
っ
さ
ん
の
お
楽
し
み
日
記
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